
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
八
年
二
月
定
例
会
（
二
月
二
十
二
日
） 

         

長 
野 
広 

域 

連 

合 

議 

会 

会 

議 

録 

     

長 

野 

広 

域 

連 

合 

議 

会 
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平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日
（
月
曜
日
） 

出 

席 

議 

員 

（
二
十
九
名
） 

第 
 

一  
 

番 
 
 
 
 
 
 

竹 

内 

重 

也 

議
員 

第 
 

二  
 

番 
 
 
 
 
 
 

市 

川 

和 

彦 

議
員 

第 
 

三  
 

番 
 
 
 
 
 
 

高 

野 

正 

晴 

議
員 

第 
 

四  
 

番 
 
 
 
 
 
 

西 

沢 

利 

一 

議
員 

第 
 

五  
 

番 
 
 
 
 
 
 

つ 

げ 

圭 

二 

議
員 

第 
 

六  
 

番 
 
 
 
 
 
 

三 

井 

経 

光 

議
員 

第 
 

七  
 

番 
 
 
 
 
 
 

田 

中 

清 

隆 

議
員 

第 
 

八  
 

番 
 
 
 
 
 
 

勝 

山 

秀 

夫 

議
員 

第 
 

九  
 

番 
 
 
 
 
 
 

松 
木 

茂 

盛 

議
員 

第 
 

十  
 

番 
 
 
 
 
 
 

滝 

沢 
真 

一 

議
員 

第 

十
一 

 

番 
 
 
 
 
 
 

池 

田 
 
 

清 

議
員 

第 

十
二 

 

番 
 
 
 
 
 
 

阿 

部 

孝 

二 
議
員 

第 

十
三 

 

番 
 
 
 
 
 
 

北 

澤 

雄 

一 

議
員 

第 

十
四 

 

番 
 
 
 
 
 
 

佐 

藤 

壽
三
郎 

議
員 

第 

十
五 

 

番 
 
 
 
 
 
 

関 

野 

芳 

秀 

議
員 

第 

十
六 

 

番 
 
 
 
 
 
 

栁 

澤 

眞
由
美 

議
員 

第 

十
七 
 

番 
 
 
 
 
 
 

宮 

坂 

重 

道 

議
員 

第 

十
八 

 

番 
 
 
 
 
 
 

和 

田 

英 

幸 

議
員 

第 

十
九 

 

番 
 
 
 
 
 
 

塚 

田 

正 

平 

議
員 

第 

二
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

入 

日 

時 

子 

議
員 

第 

二
十
一 

番 
 
 
 
 
 
 

関 
 
 

悦 

子 

議
員 

第 

二
十
二 

番 
 
 
 
 
 
 

大 

島 

孝 

司 

議
員 

第 

二
十
三 

番 
 
 
 
 
 
 

酒 

井 

康 

臣 

議
員 

第 

二
十
五 

番 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

幸 

雄 

議
員 

第 

二
十
六 

番 
 
 
 
 
 
 

青 

栁 

秀 

吉 

議
員 

第 

二
十
七 

番 
 
 
 
 
 
 

金 

木 

初 

義 

議
員 

第 

二
十
八 

番 
 
 
 
 
 
 

伊 

藤 

幸 

光 

議
員 

第 

二
十
九 

番 
 
 
 
 
 
 

寺 

島 
 
 

渉 

議
員 

第 

三
十 

 

番 
 
 
 
 
 
 

黒 

栁 

博 

子 

議
員 

欠
席
議
員
（
一
名
） 

第 

二
十
四 

番 
 
 
 
 
 
 

涌 

井 

仙
一
郎 

議
員 

 

説
明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
理
事
者 

広
域
連
合
長
（
長
野
市
長
） 

 
 

加 

藤 

久 

雄 

君 

副
広
域
連
合
長 

 
 
 
 
 
 
 

黒 

田 

和 

彦 

君 

監
査
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴 

木 

栄 

一 

君 

理
事
（
須
坂
市
長
） 

 
 
 
 
 

三 

木 

正 

夫 

君 

理
事
（
千
曲
市
長
） 

 
 
 
 
 

岡 

田 

昭 

雄 

君 

理
事
（
坂
城
町
長
） 

 
 
 
 
 

山 

村 
 
 

弘 

君 

理
事
（
小
布
施
町
長
） 

 
 
 
 

市 

村 

良 

三 

君 

理
事
（
高
山
村
長
） 

 
 
 
 
 

久
保
田 

勝 

士 

君 

理
事
（
信
濃
町
長
） 

 
 
 
 
 

横 

川 

正 

知 

君 
理
事
（
小
川
村
長
） 

 
 
 
 
 

伊 

藤 

博 

文 

君 

理
事
（
飯
綱
町
長
） 

 
 
 
 
 

峯 

村 

勝 

盛 

君 



 2 

 
 説

明
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

（
事 
務 

局 

職 

員
） 

事
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

浩
太
郎 

君 

会
計
管
理
者 

 
 
 
 
 
 
 
 

小 

林 

利 

之 

君 

事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長 

 
 
 

和 

田 

秀 

晴 

君 

事
務
局
次
長
兼
福
祉
課
長 

 
 
 

坂 

田 
 
 

博 

君 

事
務
局
次
長
兼
環
境
推
進
課
長 

 

海 

沼 

健 

一 

君 

総
務
課
主
幹 

 
 
 
 
 
 
 
 

新 

井 

芳 

美 

さ
ん 

福
祉
課
調
整
幹 

 
 
 
 
 
 
 

曽
根
原 

 
 

誠 

君 

福
祉
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

中 
島 

 
 

威 

君 

環
境
推
進
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 

齊 

藤 
秀 

浩 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
長 

 
 

福 

田 

雅 
巳 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

池 

田 

順 

英 
君 

福
祉
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

森 
 
 

ま
ゆ
み 

さ
ん 

環
境
推
進
課
係
長 

 
 
 
 
 
 

塚 

田 

昌 

行 

君 

環
境
推
進
課
係
長 

 
 
 
 
 
 

藤 

原 

慶 

治 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

小 

林 

健 

治 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

町 

田 
 
 

博 

君 

環
境
推
進
課
建
設
推
進
室
係
長 

 

長 

田 
 
 

剛 

君 

 

 

職
務
の
た
め
会
議
に
出
席
し
た
職
員 

総
務
課
長
補
佐 

 
 
 
 
 
 
 

丸 

野 

俊 

朗 

君 

総
務
課
係
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

青 

木 
 
 

淳 

君 

総
務
課
主
査 

 
 
 
 
 
 
 
 

上 

原 

秀 

一 

君 
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議 
 
 

事 
 
 

日 
 
 

程 

 
一 
開
会
、
開
議 

一 

会
期
の
決
定 

一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

一 

諸
般
の
報
告 

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
報
告 

一 

議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
九
号 

一
括
上
程
、
理
事
者
説
明
、
質
疑
、
委
員
会
付
託 

一 

報
告
第
一
号 

上
程
、
理
事
者
説
明 

一 

委
員
長
報
告 

一 

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
、
採
決 

一 

広
域
連
合
長
挨
拶 

一 

閉
会 

  

 
 
 
 
 

午
後
一
時
三
十
分 

開
会 

  

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

た
だ
今
の
と
こ
ろ
、
出
席
議
員
数
は
二
十
九
名
で
ご
ざ
い

ま
す
。
よ
っ
て
、
会
議
の
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
平
成
二
十

八
年
二
月
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。 

   
 
 
 
 

午
後
一
時
三
十
分 

開
議 

  

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

本
日
の
欠
席
通
告
議
員
は
、
二
十
四
番
、
涌
井
仙
一
郎
議
員
の
一
名
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

会
期
の
決
定
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

本
定
例
会
の
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
見
を
徴
し
ま
し
た

結
果
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
。 

  
 
 
 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
会
期
は
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

な
お
、
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
の
と
お
り
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
御
了
承
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

次
に
、
会
議
録
署
名
議
員
を
御
指
名
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
六
番 

栁
澤
眞
由
美
議
員
、
二
十
一
番 

関
悦
子
議
員
、
以
上
、
二
名
の
方
を

指
名
い
た
し
ま
す
。 

 
 

こ
の
際
、
諸
般
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。 

 
 

監
査
委
員
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
十
月
分
か
ら
十
二
月
分
の
一
般
会
計
・
特
別
会
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計
の
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
議
長
の
手
元
に
報
告
書
が
参
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
議
事
に
入
り
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
議
会
第
一
号
か
ら
議
案
第
九
号
、
以
上
九
件
、
一
括
議
題
と
い
た
し
ま

す
。 

 
 

理
事
者
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

加
藤
広
域
連
合
長
。 

 

○
広
域
連
合
長
（
加
藤
久
雄
君
） 
本
日
こ
こ
に
、
平
成
二
十
八
年
二
月
長
野
広
域
連

合
議
会
定
例
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
に
は
何
か
と
お
忙
し

い
中
、
御
出
席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
広
域
連
合
の
主
要
事
業
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

長
野
市
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
Ａ
焼
却
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
七
月
頃
の

着
工
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

建
設
工
事
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
地
元
住
民
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
進
捗
状
況
等

を
丁
寧
に
御
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
活
環
境
に
も
十
分
配
慮
し
、
地
域

の
安
全
を
最
優
先
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
須
坂
市
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
最
終
処
分
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
十

二
月
に
仁
礼
町
区
、
須
坂
市
及
び
本
広
域
連
合
の
三
者
で
建
設
に
関
す
る
基
本
協
定

を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
仁
礼
町
区
長
を
初
め
、
関
係
の
皆
様
に
対
し
、
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
も
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
度
は
、
こ
の
基
本
協
定
に
基
づ
き
、
用
地
取
得
や
施
設
の
設
計
業

務
等
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
千
曲
市
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
Ｂ
焼
却
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
施
設
受

け
入
れ
の
地
元
同
意
を
早
期
に
頂
け
る
よ
う
、
千
曲
市
と
共
に
関
係
す
る
皆
様
と
引

き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
は
、
本
広
域
連
合
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
議
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
高
齢
者
福
祉
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

高
齢
者
福
祉
施
設
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
利
用
者
の
重
度
化
に
伴
う
医
療

ニ
ー
ズ
や
認
知
症
利
用
者
の
増
加
、
深
刻
な
介
護
人
材
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
施
設
運
営
の
基
本
理
念
で
あ
る
利
用
者
に
寄
り
添
い
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
健
全
な
施
設
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

 
 

新
年
度
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
収
入
減
に
対
し
て
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
し
、
算
定
可
能
な
加
算
の
取
得
に
努
め
る
と
共
に
、
施
設
稼
働

率
の
一
層
の
向
上
に
よ
り
収
入
確
保
を
図
る
ほ
か
、
施
設
管
理
費
の
見
直
し
に
よ
り

運
営
経
費
の
コ
ス
ト
削
減
を
進
め
、
運
営
の
効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
新
年
度
の
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
は
に
し
な

寮
の
個
室
化
を
図
る
た
め
の
居
室
増
築
工
事
や
松
寿
荘
の
ボ
イ
ラ
ー
改
修
工
事
な
ど

を
実
施
し
、
利
用
者
が
快
適
に
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
居
住
環
境
の
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

さ
ら
に
、
介
護
職
員
の
た
ん
の
吸
引
、
経
管
栄
養
な
ど
の
研
修
を
進
め
、
医
療
的
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ケ
ア
を
必
要
と
さ
れ
る
利
用
者
へ
の
対
応
を
充
実
さ
せ
て
い
く
と
共
に
、
認
知
症
に

対
す
る
専
門
的
な
研
修
の
機
会
も
充
実
さ
せ
、
安
心
し
た
施
設
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

今
後
も
利
用
者
の
よ
り
良
い
生
活
の
た
め
、
安
心
・
安
全
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
念
頭
に
、
健
全
な
施
設
運
営
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

最
後
に
、
広
域
計
画
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

広
域
計
画
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
十
七
年
度
は
、
現
在
の
広
域
計
画
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
二
十
八
年
度

か
ら
の
五
年
間
の
広
域
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

関
係
市
町
村
の
住
民
代
表
等
で
構
成
す
る
広
域
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
御
審
議

い
た
だ
き
、
本
年
一
月
十
九
日
に
答
申
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

新
た
な
広
域
計
画
は
、
連
合
規
約
に
定
め
る
十
一
の
事
業
項
目
に
つ
き
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
及
び
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
方
針
と
施
策
を
定
め
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
本
日
の
議
会
に
お
い
て
御
審
議
の
上
、
議
決
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

 
 

以
上
、
本
広
域
連
合
の
主
要
事
業
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
関
係
市
町
村
と
力
を
合
わ
せ
て
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

議
員
各
位
の
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

さ
て
、
本
日
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
は
、
平
成
二
十
八
年
度
広
域
連
合
一
般
会

計
予
算
な
ど
十
件
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
副
広
域
連
合
長
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の
で
、
十
分

な
御
審
議
の
上
、
御
決
定
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
御
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

黒
田
副
広
域
連
合
長
。 

 

○
副
広
域
連
合
長
（
黒
田
和
彦
君
） 

私
か
ら
、
今
期
定
例
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た

各
議
案
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
 

別
冊
と
な
っ
て
お
り
ま
す
黄
緑
色
の
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

ま
ず
、
一
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

議
案
第
一
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
条
の
と
お
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
億
七
百

七
十
三
万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
条
の
地
方
自
治
法
第
二
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
債
務
を
負
担
す
る
行
為
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
ペ
ー
ジ
を
御

覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
二
表
、
債
務
負
担
行
為
の
と
お
り
、
Ｂ
焼
却
施
設
の
施
設
整
備
に
係
る
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
労
務
委
託
料
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

大
変
恐
縮
で
す
が
、
も
う
一
度
一
ペ
ー
ジ
に
戻
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。 

 
 

一
時
借
入
金
は
第
三
条
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
地
方
自
治
法
第
百
三
十
五

条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
最
高
額
を
三
億
円
と
定
め
る
ほ
か
、
第
四
条
は
、
給

料
な
ど
人
件
費
に
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
同
一
款
内
で
各
項
の
間
の
流
用
を
認
め

て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
二
ペ
ー
ジ
か
ら
三
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 
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第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

最
初
に
、
右
側
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
の
議
会
費
二
百
五
十
八
万
五
千
円
は
、
議
会
活
動
に
要
す
る
経
費
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
総
務
費
一
億
二
千
百
七
十
二
万
五
千
円
は
、
総
務
課
職
員
の
人
件
費
な
ど

の
一
般
管
理
経
費
、
監
査
、
公
平
、
選
挙
の
各
委
員
会
の
運
営
費
を
計
上
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
民
生
費
一
億
七
千
三
百
七
十
六
万
四
千
円
は
、
福
祉
施
設
の
運
営
管
理
に

係
る
費
用
及
び
介
護
認
定
審
査
会
並
び
に
障
害
支
援
区
分
認
定
審
査
会
等
の
開
催
に

要
す
る
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
四
款
衛
生
費
三
億
八
百
九
十
七
万
一
千
円
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
係
る

人
件
費
、
業
務
委
託
料
な
ど
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
五
款
公
債
費
十
八
万
六
千
円
は
、
一
時
借
入
金
の
利
子
を
計
上
し
た
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

第
六
款
予
備
費
は
五
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
左
側
の
二
ペ
ー
ジ
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
分
担
金
及
び
負
担
金
五
億
三
千
七
十
六
万
六
千
円
は
、
関
係
市
町
村
か
ら

の
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
国
庫
支
出
金
千
三
百
万
円
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
伴
う
国
か
ら
の

補
助
金
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
財
産
収
入
二
万
四
千
円
は
、
財
政
調
整
基
金
の
運
用
利
子
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
四
款
繰
越
金
六
千
三
百
八
十
六
万
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
見
込
ん
だ

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
五
款
諸
収
入
八
万
二
千
円
は
、
歳
計
現
金
の
預
金
利
子
及
び
雑
入
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
一
般
会
計
予
算
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
五
ペ
ー
ジ
以
降
三
十
四
ペ
ー
ジ
ま
で
は
明
細
書
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
説

明
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

次
に
、
三
十
五
ペ
ー
ジ
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

議
案
第
二
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
条
の
と
お
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
十
一
億

三
千
九
百
四
十
九
万
四
千
円
と
し
、
第
二
条
、
人
件
費
に
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
、

同
一
款
内
で
の
各
項
の
間
の
流
用
を
認
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
三
十
六
ペ
ー
ジ
か
ら
三
十
七
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。 

 
 

最
初
に
、
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
の
右
側
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
民
生
費
二
十
九
億
五
千
四
十
四
万
六
千
円
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
二
施
設

及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
六
施
設
な
ど
の
運
営
費
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
公
債
費
一
億
七
千
九
百
四
万
六
千
円
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
の
際
に
借

り
入
れ
た
地
方
債
な
ど
の
元
利
償
還
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
予
備
費
は
、
一
千
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
左
側
の
歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
サ
ー
ビ
ス
収
入
二
十
一
億
一
千
八
十
六
万
三
千
円
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
介
護
保
険
報
酬
及
び
利
用
者
負
担
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

第
二
款
分
担
金
及
び
負
担
金
二
億
八
千
八
百
八
十
五
万
五
千
円
は
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
二
施
設
に
係
る
市
町
村
か
ら
の
措
置
費
負
担
金
と
、
松
寿
荘
増
築
工
事
費
の
改
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正
に
伴
う
元
利
償
還
金
の
市
町
村
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
財
産
収
入
二
百
九
十
六
万
二
千
円
は
、
財
政
調
整
基
金
の
運
用
利
子
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

第
四
款
寄
附
金
八
千
円
は
、
各
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
寄
附
金
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

第
五
款
繰
入
金
七
億
六
百
八
十
万
九
千
円
は
、
施
設
運
営
費
や
地
方
債
な
ど
借
入

金
の
元
利
償
還
金
を
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
と
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
に
し
な
寮
の
工
事
費
を
ふ
る
さ
と
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
六
款
諸
収
入
二
千
九
百
九
十
九
万
三
千
円
は
、
受
託
事
業
収
入
及
び
雑
入
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

第
七
款
繰
越
金
四
千
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
で
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
三
十
八
ペ
ー
ジ
か
ら
百
七
ペ
ー
ジ
ま
で
は
明
細
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
説

明
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

次
に
、
百
八
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

議
案
第
三
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
事
業
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
条
の
と
お
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
三
百
三

十
万
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
百
九
ペ
ー
ジ
か
ら
百
十
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

最
初
に
、
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
の
右
側
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
地
域
振
興
整
備
事
業
費
千
二
百
八
十
万
円
は
、
ふ
る
さ
と
基
金
の
運
用
に

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
長
野
地
域
の
振
興
整
備
の
た
め
の
魅
せ
ま
す
な
が
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
及
び
長
野
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
予
備
費
は
、
五
十
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
左
側
の
歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
財
産
収
入
四
百
四
十
七
万
円
は
、
ふ
る
さ
と
基
金
の
運
用
利
子
で
あ
り
ま

す
。 

 
 

第
二
款
県
支
出
金
七
百
五
十
万
円
は
、
魅
せ
ま
す
な
が
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に

つ
い
て
、
県
か
ら
の
補
助
金
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
繰
越
金
百
三
十
三
万
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

百
十
一
ペ
ー
ジ
か
ら
百
十
八
ペ
ー
ジ
は
明
細
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
説
明
は
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

次
に
、
百
十
九
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

議
案
第
四
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
ご
み
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計

に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

こ
ち
ら
は
、
施
設
整
備
に
係
る
直
接
的
な
経
費
で
あ
る
用
地
取
得
、
施
設
工
事
及

び
管
理
運
営
に
係
る
経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
一
条
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
億
九
千
八
百

八
十
二
万
五
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
条
、
地
方
自
治
法
二
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
債
務
を
補
完
す
る
行
為
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
事
項
、
期
間
及
び
限
度
額
に
つ
き
ま
し
て
は
百
二
十
二
ペ
ー
ジ
を

御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
二
表
、
債
務
負
担
行
為
の
行
為
、
最
終
処
分
場
の
実
施
設
計
作
成
等
業
務
委
託

料
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

大
変
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
百
十
九
ペ
ー
ジ
に
お
戻
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
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ま
す
。 

 
 

第
三
条
、
地
方
債
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
起

債
の
目
的
、
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
の
方
法
を
定
め
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。 

 
 

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
百
二
十
三
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

第
三
表
、
地
方
債
の
行
為
、
施
設
整
備
に
係
る
事
業
費
に
つ
い
て
、
御
覧
の
内
容

で
借
り
入
れ
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

最
後
、
百
十
九
ペ
ー
ジ
に
お
戻
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

一
時
借
入
金
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
四
条
の
と
お
り
、
地
方
自
治
法
第
二
百
三
十

五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
最
高
額
を
二
十
五
億
円
と
定
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

 
 

次
に
、
百
二
十
ペ
ー
ジ
か
ら
百
二
十
一
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

最
初
に
、
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
の
右
側
の
歳
出
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
衛
生
費
二
十
七
億
五
千
四
百
十
五
万
四
千
円
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

事
業
費
及
び
管
理
運
営
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
公
債
費
三
千
四
百
六
十
七
万
一
千
円
は
、
Ａ
焼
却
施
設
整
備
に
係
る
ふ
る

さ
と
基
金
か
ら
の
借
入
金
の
元
利
償
還
金
な
ど
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
左
側
の
歳
入
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

第
一
款
分
担
金
及
び
負
担
金
二
億
八
千
八
百
六
十
万
五
千
円
は
、
関
係
市
町
村
か

ら
の
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
二
款
国
庫
支
出
金
二
億
五
千
九
百
二
十
二
万
円
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に

伴
う
国
か
ら
の
補
助
金
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

第
三
款
繰
越
金
五
百
万
円
は
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

 
 

第
四
款
連
合
債
二
十
二
億
四
千
六
百
万
円
は
、
Ａ
焼
却
施
設
の
工
事
費
と
Ｂ
焼
却

施
設
及
び
最
終
処
分
場
の
土
地
購
入
費
及
び
補
償
金
等
に
つ
い
て
起
債
を
見
込
ん
だ

も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

な
お
、
百
二
十
四
ペ
ー
ジ
以
降
は
明
細
書
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
説
明
は
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

以
上
、
議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
四
号
ま
で
の
予
算
関
係
議
案
に
つ
い
て
御
説
明

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 
 

続
い
て
、
議
案
第
五
号
、
長
野
広
域
連
合
広
域
計
画
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。 

 
 

別
冊
と
な
っ
て
お
り
ま
す
長
野
広
域
連
合
広
域
計
画
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 

広
域
計
画
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
広
域
連
合
の
掲
げ
る
目
標
や
事
務

処
理
の
方
針
を
示
す
た
め
、
平
成
十
二
年
の
本
広
域
連
合
設
立
以
来
、
計
画
期
間
を

五
年
と
し
て
作
成
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
現
計
画
期
間
が
本
年
度
を
も
っ
て
満
了
と
な

る
た
め
、
新
た
に
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度
ま
で
の
計
画
を
策
定
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

計
画
書
を
お
め
く
り
い
た
だ
き
、
表
紙
の
裏
、
目
次
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。 

 
 

新
た
な
広
域
計
画
の
策
定
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
「
広
域
計
画
改
定
に
あ
た
り
」

の
次
に
規
定
し
た
連
合
規
約
に
定
め
る
御
覧
の
十
一
の
項
目
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の
経
緯
及
び
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
方
針
及
び
施
策
を
定

め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 
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以
上
、
議
案
第
五
号
、
長
野
広
域
連
合
広
域
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
議
案
書
に
お
戻
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

左
上
に
議
案
第
六
号
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
長
野
広
域
連
合
職
員
の
再
任
用
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

本
条
例
の
改
正
で
あ
り
ま
す
が
、
裏
面
の
と
お
り
、
厚
生
年
金
保
険
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
ま
し
て
、
本
広
域
連
合
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条

例
に
つ
き
ま
し
て
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
、
議
案
第
六
号
、
条
例
改
正
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

続
き
ま
し
て
、
左
上
に
議
案
第
七
号
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
長
野
広
域
連
合
職

員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
御
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

本
条
例
の
改
正
で
あ
り
ま
す
が
、
裏
面
の
と
お
り
、
地
方
公
務
員
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
ま
し
て
、
本
広
域
連
合
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
等
に
つ
き
ま
し
て
改
正
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
、
議
案
第
七
号
、
条
例
改
正
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
左
上
に
議
案
第
八
号
と
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
長
野
広
域
連
合
情
報
公
開

及
び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
御
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

本
条
例
の
改
正
で
あ
り
ま
す
が
、
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
い
ま
し
て
、
本

広
域
連
合
の
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
に
つ
き
ま
し
て
改
正
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
、
議
案
第
八
号
、
条
例
改
正
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

続
い
て
、
左
上
に
議
案
第
九
号
と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
長
野
広
域
連
合
が
設
置
す

る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

本
条
例
の
改
正
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
ま
し
て
、
本
広
域
連
合
が
設
置
す
る
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続
に
関
す
る

条
例
に
つ
き
ま
し
て
改
正
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

以
上
、
議
案
第
一
号
か
ら
第
九
号
の
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
御

審
議
の
上
、
御
決
定
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

こ
れ
よ
り
議
案
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

議
案
の
質
疑
は
、
議
案
第
一
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
か
ら
、
歳
出
か
ら
各
款
ご
と
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
議
案
ご
と
に
一
括
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

な
お
、
御
発
言
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
議
席
番
号
及
び
氏
名
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 
 

そ
れ
で
は
、
質
疑
に
入
り
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
議
案
第
一
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
、
第

一
条
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
、
歳
出
か
ら
行
い
ま
す
。 

 
 

第
一
款
議
会
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 
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○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
二
款
総
務
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
三
款
民
生
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
四
款
衛
生
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
五
款
公
債
費
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
六
款
予
備
費
。 

 

 
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
で
歳
出
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

続
い
て
、
歳
入
を
行
い
ま
す
。 

 
 

第
一
款
分
担
金
及
び
負
担
金
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
二
款
国
庫
支
出
金
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
三
款
財
産
収
入
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
四
款
繰
越
金
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 
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○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

第
五
款
諸
収
入
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
二
条
、
債
務
負
担
行
為
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
三
条
、
一
時
借
入
金
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
第
四
条
、
歳
出
予
算
の
流
用
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
で
議
案
第
一
号
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

次
に
、
議
案
第
二
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
等
運
営

事
業
特
別
会
計
予
算
、
第
一
条
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
、
第
二
条
、
歳
出
予
算
の

流
用
、
一
括
質
疑
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
議
案
第
三
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
長
野
地
域
ふ
る
さ
と
事

業
特
別
会
計
予
算
、
同
じ
く
一
括
で
質
疑
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

次
に
、
議
案
第
四
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合

ご
み
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
、
第
一
条
第
一
表
、
歳
入
歳
出
予
算
、
第
二
条
第

二
表
、
債
務
負
担
行
為
、
第
三
条
第
三
表
、
地
方
債
、
第
四
条
、
一
時
借
入
金
、
一
括

質
疑
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 

（
「
進
行
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

進
行
い
た
し
ま
す
。 

 
 

以
上
で
質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
九
号
ま
で
、
以
上
九
件
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し

た
委
員
会
付
託
表
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
の
常
任
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。 

 
 

次
に
、
報
告
第
一
号
、
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
額
に
つ
い
て
）
。 
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理
事
者
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 
 

黒
田
副
広
域
連
合
長
。 

○
副
広
域
連
合
長
（
黒
田
和
彦
君
） 

報
告
第
一
号
、
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
御

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
件
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
日
、
若
槻
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
車
両
が
利
用

者
の
ア
パ
ー
ト
駐
車
場
に
進
入
し
た
際
、
駐
車
中
の
車
両
を
破
損
さ
せ
た
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

二
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
損
害
賠
償
額
八
万
百
五
十
七
円
で
車
両
所
有
者
の
長
野

市
徳
丸
一
丁
目
六
番
十
二
号
、
シ
ャ
ン
ド
ー
ル
竹
腰
二
〇
二
、
森
山
二
弥
子
氏
と
示

談
が
成
立
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
広
域
連
合
長
専
決
処
分
指
定
の
件
第
五
号
の
規
定

に
よ
り
ま
し
て
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
八
日
付
で
専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
御
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

た
だ
今
か
ら
常
任
委
員
会
開
会
の
た
め
、
こ
の
際
、
午
後
四
時
五
分
ま
で
休
憩
い

た
し
ま
す
。 

 
 

お
手
元
に
配
布
の
一
覧
表
の
と
お
り
場
所
を
定
め
ま
す
の
で
、
開
催
さ
れ
ま
す
よ

う
御
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 
 

（
休
憩
） 

午
後
二
時
二
分 

  

 
 

（
再
開
） 

午
後
四
時
十
分 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

各
委
員
会
の
審
査
が
終
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
委
員
会
の
審
査

の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
報
告
を
求
め
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
総
務
委
員
会
委
員
長
、
和
田
英
幸
議
員
。 

 

○
総
務
委
員
会
委
員
長
（
和
田
英
幸
君
） 

十
八
番 

和
田
英
幸
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

私
か
ら
、
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
諸
議
案
の
審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
総
務
委
員
会

決
定
報
告
書
の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
。 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
委
員
長
の
報
告
を
終

わ
り
ま
す
。 

 
 

続
い
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
、
佐
藤
壽
三
郎
議
員
。 

 

○
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
（
佐
藤
壽
三
郎
君
） 

十
四
番 

佐
藤
壽
三
郎
で
あ
り
ま

す
。 

 
 

私
か
ら
、
長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
議
案
の
審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
福
祉
環
境
委



 13 

員
会
決
定
報
告
書
の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

以
上
。 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
の
報
告

を
終
わ
り
ま
す
。 

 
 

た
だ
今
か
ら
、
各
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

初
め
に
、
総
務
委
員
会
所
管
の
議
案
第
三
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合

長
野
地
域
ふ
る
さ
と
事
業
特
別
会
計
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん

の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
総
務
委
員
会
所
管
の
議
案
第
六
号
、
長
野
広
域
連
合
職
員
の
再
任

用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
総
務
委
員
会
所
管
の
議
案
第
七
号
、
長
野
広
域
連
合
職
員
の
勤
務

時
間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
質
疑
、
討
論
の
通

告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
総
務
委
員
会
所
管
の
議
案
第
八
号
、
長
野
広
域
連
合
情
報
公
開
及

び
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
質
疑
、
討
論
の
通
告

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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次
に
、
同
じ
く
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
二
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野

広
域
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
特
別
会
計
予
算
、
質
疑
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
討
論
に
入
り
ま
す
。 

 
 

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
に
反
対
、
十
二
番
、
阿
部
孝
二
議
員
。 

 

○
十
二
番
（
阿
部
孝
二
君
） 

十
二
番
、
阿
部
孝
二
で
す
。 

 
 

福
祉
環
境
委
員
長
の
報
告
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
老
人
福
祉
施
設
等

運
営
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 
 

安
倍
晋
三
内
閣
の
下
で
一
億
総
活
躍
社
会
、
出
生
率
一
・
八
、
そ
し
て
介
護
離
職

者
ゼ
ロ
、
こ
う
い
う
う
た
い
文
句
の
中
で
二
〇
一
六
年
度
の
計
画
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
の
四
月
か
ら
介
護
事
業
費
の
介
護
報
酬
が
二
・
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
削

減
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
利
用
者
、
そ
し
て
ま
た
該
当
の
保
険
者
な
ど
に
対
す
る
負

担
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
広
域
連
合
の
中
で
審
議
さ
れ
た
中
で
は
、
食
事
代
、
そ
し

て
部
屋
代
が
一
日
食
事
で
千
三
百
八
十
円
、
部
屋
代
で
八
百
七
十
円
、
一
年
間
で
八

十
二
万
円
も
増
え
、
大
勢
の
皆
さ
ん
が
こ
の
負
担
に
な
り
、
総
額
と
し
て
四
千
九
百

八
十
六
万
六
千
円
増
の
負
担
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
働
い
て
い

る
皆
さ
ん
の
給
料
は
全
産
業
か
ら
比
べ
て
も
月
額
に
し
て
八
万
円
か
ら
十
万
円
が
少

な
い
状
況
の
中
で
確
保
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
、
こ
う
い
う
状
況
も
あ
り
ま

す
。
二
十
七
年
度
か
ら
比
べ
て
も
、
民
生
費
の
介
護
士
さ
ん
の
賃
金
が
一
カ
月
二
千

円
程
度
の
引
き
上
げ
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。
労
働
環
境
の
改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
、

こ
う
い
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。
今
度
の
予
算
案
の
中
で
の
合
計
と
し
て
も
、
国
か
ら

の
削
減
減
が
四
千
九
百
五
十
五
万
円
行
わ
れ
、
そ
し
て
食
事
代
、
部
屋
代
の
増
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
る
。
こ
う
い
う
状
況
の
下
で
は
、
安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
状
況

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
関
係
市
町
村
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
介
護
施
設
へ
住
み
続
け
ら
れ
る
制
度
に
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
こ
と
を
訴
え
て
、
議
員
各
位
の
賛
同
を
求
め
て
討
論
を
終
わ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

賛
成
多
数
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
四
号
、
長
野
広
域
連
合
ご
み
処

理
施
設
事
業
特
別
会
計
予
算
、
質
疑
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
討
論
に
入
り
ま

す
。 

 
 

討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
に
反
対
、
十
二
番
、
阿
部
孝
二
議
員
。 

 

○
十
二
番
（
阿
部
孝
二
君
） 

十
二
番
、
阿
部
孝
二
で
す
。 

 
 

福
祉
環
境
委
員
会
委
員
長
報
告
に
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。 



 15 

 
 

議
案
第
四
号
の
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合
ご
み
焼
却
施
設
事
業
特
別
会
計

予
算
に
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
す
。 

 
 

Ａ
焼
却
炉
に
つ
い
て
は
、
総
事
業
費
二
百
七
十
五
億
円
、
そ
し
て
溶
融
炉
関
係
に

関
わ
る
費
用
が
十
八
億
円
、
そ
し
て
電
気
売
電
に
つ
い
て
は
二
十
年
間
の
コ
ス
ト
の

中
に
含
ま
れ
、
予
定
と
し
て
は
二
十
年
間
で
八
十
億
円
の
電
気
売
電
も
含
ま
れ
る
、

こ
う
い
う
コ
ス
ト
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

当
初
か
ら
、
私
た
ち
は
灰
溶
融
炉
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
証
が
さ
れ
て
い
な
い
、

危
険
が
あ
る
、
こ
う
い
う
こ
と
の
中
で
反
対
を
し
て
き
ま
し
た
。
当
広
域
連
合
で
も

諏
訪
湖
周
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
今
七
割
方
建
設
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
建
設
の
中
で
は
溶
融
炉
に
つ
い
て

は
安
全
性
を
第
一
に
し
な
が
ら
溶
融
炉
に
は
し
な
か
っ
た
と
、
こ
う
い
う
報
告
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
広
域
連
合
の
一
人
一
人
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
溶
融
炉
を

廃
炉
す
る
ご
み
焼
却
施
設
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

以
上
で
反
対
の
討
論
と
し
ま
す
。 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
で
討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

 
 

採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

賛
成
多
数
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
福
祉
環
境
委
員
会
所
管
の
議
案
第
九
号
、
長
野
広
域
連
合
が
設
置

す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
各
常
任
委
員
会
所
管
の
議
案
第
一
号
、
平
成
二
十
八
年
度
長
野
広
域
連
合

一
般
会
計
予
算
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り

ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 
○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

全
員
賛
成
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
同
じ
く
各
常
任
委
員
会
所
管
の
議
案
第
五
号
、
長
野
広
域
連
合
広
域
計
画
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に
つ
い
て
、
質
疑
、
討
論
の
通
告
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
ま
す
。 

 
 

採
決
を
行
い
ま
す
。 

 
 

委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
挙
手
を
求
め
ま
す
。 

  
 
 
 

（
賛
成
者
挙
手
） 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 
賛
成
多
数
と
認
め
ま
す
。 

 
 

よ
っ
て
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
議
会
定
例
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
案
件
の
審
議
は
全
て

終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

次
に
、
広
域
連
合
長
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
許
可
し

ま
す
。 

 
 

加
藤
広
域
連
合
長
。 

 

○
広
域
連
合
長
（
加
藤
久
雄
君
） 

長
野
広
域
連
合
議
会
二
月
定
例
会
の
閉
会
に
当
た

り
、
御
礼
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
日
提
出
い
た
し
ま
し
た
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
原
案
ど
お
り
御
決
定
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

今
後
も
関
係
市
町
村
と
力
を
合
わ
せ
て
長
野
地
域
の
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
様
方
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

寒
さ
の
厳
し
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
議
員
の
皆
様
に
は
健
康
に
は
十
分

御
留
意
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、
閉
会
の

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

○
議
長
（
三
井
経
光
君
） 

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
二
十
八
年
二
月
長
野
広
域
連

合
議
会
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。 

   
 

午
後
四
時
二
十
五
分 
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地
方
自
治
法
第
百
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
署
名
す
る
。 

 

平
成
二
十
八
年 

 

月 
 

日 

     

議 
 
 
 
 

長 
 
 
 

三 
 

井 
 

経 
 

光 

  

副 
 

議 
 

長 
 
 
 

宮 
 

坂 
 

重 
 

道 

 

 

署 

名 
議 

員 
 
 
 

栁 
 

澤 
 

眞 

由 

美 

  

署 

名 

議 

員 
 
 
 

関 
 
 
 
 

悦 
 

子 


